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１．研究計画の概要 
    メタボリックシンドロームを改善する

天然薬物を探索し，有効成分の解明と作
用機序を検討するものである。 

 
２．研究の進捗状況 
  3T3-L1 前駆脂肪細胞の脂肪細胞への

分化を抑制する数種の生薬及びその活
性成分の一部を明らかにした。また，脂
肪細胞への分化を促進する生薬を明ら
かにしたアディポネクチン分泌量の増
加が認められたことから 2型糖尿病を改
善する可能性が認められた。 

 
３．現在までの達成度 
  脂肪細胞機能を調節する生薬とその中

の一部の活性成分を明らかにすると共
に作用機序について検討を行っている。
マウスを用いた in vivo の評価について
は，サンプル量が十分ではなく実施でき
ていない。 

 
４．今後の研究の推進方策 
  更なる活性物質の分離を行うと共に，作

用機序の検討を進める。 
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